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放課後等デイサービスはなみずき 

 

感染症予防及び発生時のマニュアル 

 

１．感染経路の理解 

①飛沫感染…咳やくしゃみ、会話をした際に、口から飛ぶ病原体が含まれた小さな水滴を近

くにいる人が吸い込むことで感染する。飛沫は１～２ｍ飛び散る。  

②空気感染…咳やくしゃみ、会話をした際に、口から飛びだした病原体が浮遊し、同じ空間

にいる人が吸い込むことで感染する。  

③接触感染…握手、抱っこ、キスなど直接接触感染と汚染されたドアノブ、手すり、遊具など

を介して感染する間接接触感染がある。病原体の付着した手で口や鼻、目を触ることで、

病原体の付着した遊具等を舐めること等によって、病原体が体内に感染する。  

④経口感染…病原体を含んだ食物や水分を摂取することで感染。  

⑤血液・体液感染…怪我をして皮膚に傷があることで、血液や体液を介した感染。 

 

２．予防 

①手洗い  

正しい手洗いを励行する。布タオルではなく、ペーパータオルを常設する。 玄関にはアル

コールを常設し、来所持にアルコールにて手指消毒を行うように指導する。  

②咳、くしゃみの対応  

風邪症状がある場合にはマスクの着用を促す。マスクをしていない場合は、袖や上着の内

側で口や鼻を覆い、飛散の防止をする。鼻水、唾液が手に付着した際は、石鹸にて手洗い

を行う。  

③嘔吐物  

嘔吐物は、手袋、マスクを着用し、ペーパータオル、使い捨てのできる布等で拭き取る。 

拭き取ったものはビニール袋に二重に入れ、密封状態で破棄する。  

④排便の取り扱い  

オムツ交換、トイレ介助時の排便処理の際は、使い捨て手袋を着用する。その後、石鹸で 

手洗いを行い、アルコールの噴霧を行う。  

⑤血液・体液の取り扱い  

血液、体液については慎重に取り扱う。皮膚に傷がある場合等は絆創膏等で覆い防護を

する。 鼻出血や外相に触れる際は、使い捨て手袋を着用し、終了後は手洗い、アルコール

噴霧する。 

 



⑥清掃  

複数人の人が頻繁に触れる手すり、スイッチなどはアルコールで消毒を行う。  

⑦換気、湿度  

空気感染対策のために、窓の開放による換気を行う。また、空気清浄機、を使用する。 加

湿を保つために加湿器を適宜使用する。  

⑧調理  

調理を行う場合、児童、スタッフ共にマスクの着用を行う。また、食材の管理、調理器具の

洗浄は十分に注意を払う。調理前にはアルコール消毒を行う。 調理したものは、一部冷凍

保管を 1 週間行う。 

 

３．感染症発生時の対応 

①感染症の発生の連絡が家族等から来たら  

➡発病もしくは潜伏期間と思われる時期の確認  

➡接触した可能性がある利用者、職員の特定  

➡感染の可能性のある人へ速やかに連絡し、感染の拡大を防ぐための対応依頼を行う  

➡職員間で情報を共有し、消毒範囲の拡大、手洗いの徹底など確認する 

②学校や他のサービス提供施設からも感染症発生状況の情報を得て、自施設での感染拡大

を防ぐ対応を行う。  

③集団感染が疑われるなど必要な場合は、保健所、所轄へ連絡し助言を受ける。  

④インフルエンザに罹患した場合、医師の指示に基づき、利用再開とする。  

⑤新型コロナウィルスに罹患した場合、保健所の判断に従う。 ⇒ また必要に応じて①と同

様の対応を行う。 

 

４.職員の衛生管理 

①動きやすい服装、清潔な服装、汚れたら着替えるよう準備しておく。 

②体調不良時や感染症に感染した恐れがある場合は、必ず上司及び管理者に報告する。こ

れにより勤務を考慮する。  

③日常から健康管理を心がける。 

 

５．日々の注意事項 

①支援前の準備 

  ・職員は出勤時に体調の確認を行う 

・事業所内外の衛生管理  

②児童来園時  

・児童の体調確認・観察（顔色等）  

・検温  



③体調に異常が見られた時の対応  

・体温が 37.5℃以上になっている場合、及び下痢・嘔吐症状がみられる場合は、保護者

へ連絡し迎えにきていただく。やむを得ない場合のみご自宅へ送る。  

・お迎えにいらっしゃるまでは、他の児童と別の部屋で待機し、静かに過ごしていただく。 

 

５.常備品 

・三角巾 ・絆創膏 ・マキロン ・アクリルガーゼ ・消毒用アルコール ・ピューラックス  

・ピンセット ・とげ抜き ・脱脂綿 ・綿棒 ・使い捨て手袋 ・使い捨てエプロン ・体温

計 ・携帯用救急箱 ・S・M サイズ包帯 ・ガーゼ ・冷えピタ ・湿布薬 ・虫刺され薬 

以上を常備し、定期的に使用期限などを確認します。 

 

【嘔吐物の処理】 

必要物品 使い捨て手袋 マスク ガウンやエプロン ふき取る紙等 ビニール袋など 次亜

塩素酸ナトリウム 専用バケツ 

 

                          

他利用者が汚染場所に近づかないようにする 

                         

使い捨てエプロン手袋、マスクを着用する 

 

嘔吐物は使い捨ての布やペーパータオル等で外側から内側に  

向けてふき取り面をおりこみながら静かに拭いとる 

 

使用したペーパータオル等はすぐにビニール袋に入れ封をして処分する 

 

嘔吐物が付着した床などは、周囲を含めて 0.1％次亜塩素酸ナトリウムをしみこませたペー

パータオル等で浸すように拭く 

金属は錆びないようふき取って 10 分くらいたったら水拭き 

 

処理後は手袋を外して手洗いをする 

 

嘔吐物処理時とその後は窓を開けるなどし換気を十分にする 

 


